
イ
ン
ク
ル
l
ジ
ョ
ン

東
洋
大
学
教
綬

清
水
直
治

イ
ン
ク
ル
l
ジ
ョ
ン
と
は
、
附
仰
噌
立
の
随
別
や
程

度
に
も
と
づ
く
分
隣
教
育
は
不
平
等
で
あ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
附
3
の
あ
る
千
供
を
合
む
す
べ
て

の
子
供
に
対
し
て
、
学
区
の
通
常
の
学
級
に
お
い

て
、
特
別
な
教
育
ニ

l
ズ
を
満
た
す
適
切
な
教
育

を
行
う
こ
と
を
め
ざ
す
教
育
理
念

・
方
法
を
い
う
。

学
校
の
施
設
整
備
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
工
夫
、
学

習
支
援
体
制
の
羽
入
な
ど
を
過
し
て
、
す
べ
て
の

学
校
を
、
す
べ
て
の
子
供
た
ち
の
教
育
ニ

l
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
改
革

・
再
構
築
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
．
教
古
川
の
制
度
や
方
法
の
改
革
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
の
見
方
や
学
校
教
育
の

在
り
方
を
も
含
む
学
校
改
革
が
そ
の
根
底
に
あ
る
・

一
九
九

O
年
の
ジ
ヨ
ム
テ
ィ
エ
ン
会
議
で
の

仰
す
べ
て
の
人
に
教
育
を
H

や
‘
一
九
九
四
年
の

「
サ
ラ
マ
ン
カ
宣
言
」
な
ど
、
イ
ン
ク
ル
l
ジ
ョ
ン

は
国
連
の
主
滋
で
推
進
さ
れ
て
き
た
・
わ
が
国
に

お
い
て
ニ
O
O三
年
三
月
に
出
さ
れ
た
「
今
後
の

特
別
支
般
教
育
の
花
り
力
」
も
、
こ
の
影
響
を
色
濃

く
受
け
て
い
る
・

ジ
ェ
ン
ダ
l

静
岡
大
学
教
育
学
部
教
授

馬
居
政
幸

ジ
エ
ン
ダ
l
は
歴
史
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
形

成
さ
れ
た
男
女
の
産
呉
を
意
味
し
、
生
物
学
的
な

性
差
を
示
す
セ
ッ
ク
ス
や
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
と
区

分
す
る
用
穏
と
し
て
用
い
ら
れ
る
・
そ
の
前
提
に
、

人
情
側
、
民
族
、
年
齢
、
身
体
的
状
況
、
そ
し
て
性
差

に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
個
人

の
尊
虫
や
人
織
の
理
念
が
あ
る
・
そ
れ
は
児
女
が

社
会
に
参
加
す
る
機
会
に
お
い
て
同
じ
機
利
を
持

つ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
m
N
女
差
を
な
く
し
て

画
一
化
す
る
こ
と
や
巾
性
化
す
る
こ
と
で
は
な
い
．

男
女
が
越
本
的
に
同
等
の
縮
利
と
民
任
を
は
た
す

仔
伐
と
し
て
公
平
に
社
会
に
位
世
づ
け
ら
れ
る
こ

と
を
求
め
る
ジ
エ
ン
ダ
1
・ィ
ク
イ
テ
ィ
（
平
等
）

と
し
て

m解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
知
似
し
た

宮
必
に
ジ
エ
ン
ダ
l
・フ
リ
ー
が
あ
る
が
、
こ
の
期

合
も
性
山
訟
を
現
山
に
社
会
的
役
割
を
強
制
す
る
の

で
は
な
く
、
男
女
と
も
に
多
綴
な
生
き
方
を
可
能

に
す
る
こ
と
を
求
め
る
用
穏
で
あ
る
・
品
近
は
誤

解
や
M
MH
A
を
さ
け
る
た
め
に
ジ
エ
ン
ダ
1
・
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
（
ジ
エ
ン
ダ
l
に
敏
感
な
）
と
い
う
言
来

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
．

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

置
短
の
定
義
は

『
評
価
学
習
法
』
で
あ
る

奈
内
読
者
大
学
教
団
間
安
藤
輝
次

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
は
、
①
自
分
が
自
発
的
に

学
び
の
仲
び
ゃ
変
谷
を
②
多
而
的
③
多
角
的
か
っ

＠
長
期
的
に
抑
制
し
、

⑤
新
た
な
学
び
に
生
か
す

た
め
に
⑥
学
習
物
等
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
．

①
の
「
自
分
」
が

H

子
ど
も
ω
な
ら
千
ど
も
周
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
、
仰
教
師
H

な
ら
教
附
川
ポ
ー
ト
フ
オ

リ
オ
と
な
る
。
②
の
「
多
面
的
評
価
」
と
は
”
文
字

に
よ
る
学
び
u
だ
け
で
な
く
”
ビ
ジ
ュ
ア
ル
“
や

H

行

動
“
に
よ
る
学
び
も
評
価
す
る
こ
と
、
そ
の
際
に
③

の
H

自
己
抑
制
“
だ
け
で
な
く
仲
間
の

H

相
互
評
価
“
、

そ
の
他
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
か
ら
の
n
他
者
評

価
u

を
交
え
て
「
多
角
的
に
評
価
」
し
、
そ
れ
を
＠

少
な
く
と
も

H

山中元や山口
T
刈
や
学
年
u
を
過
し
て
長

期
的
に
評
価
し
な
が
ら
、
そ
の

H

長
短
所
を
確
認
“

し
て
⑤
の
新
た
な
学
び
に
生
か
す
評
価
学
習
法
で

あ
る
・
そ
の
た
め
に

H

学
習
過
程
で
生
ま
れ
た
も

の
ヘ
つ
ま
り
、⑥
目
当
て
と
計
画
、
ノ
ー
ト
や
マ
ッ

プ
や
振
り
返
り
、
制
抑
止
口
内
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、作

品
や
綬
業
風
民
を
揃
い
た
写
真
、
関
係
者
の
感
想

な
ど
の
学
則
自
物
相
却
を
抑
制
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

ル
ー
プ
リ
ッ
ク

城
西
国
際
大
学
非
常
勤
締
飾

小
田
勝
己

ル
ー
プ
リ
ッ
ク
は
、
「
採
点
指
標
」
と
か

「採
点

基
準
」
の
よ
う
に
訳
さ
れ
る
、
一
稲
の
尺
伎
で
あ
る
．

従
来
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
が
な
じ
ま
な
い
、
「
作
業

性
」
（
実
技
的
姿
紫
）
の
あ
る
学
習
活
動
に
つ
い
て
、

そ
の
質
を
位
他
づ
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、

小
学
校
の
算
数
で
「
平
均
」
を
求
め
る
剖

算
問
題
は
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
対
応
で
き
る
が
、

「
平
均
と
は
何
だ
ろ
う
」
と
い
う
問
い
の
も
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
轡
所
助
を
組
み
立
て
る
場
合
に
は
、

生
徒
た
ち
は、

デ
ー
タ
集
め
と
グ
ラ
フ
化
と
い
う

作
業
を
終
て
自
分
な
り
に
何
か
を
得
る
だ
ろ
う
．

そ
の
と
き
、
「デ
ー
タ
の
柏
知
に
つ
い
て
考
え
た
だ

ろ
う
か
」
と
い
う
柱
を
立
て
て
、

5
か
ら
ー
く
ら
い

の
ス
ケ
ー
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
短
く
記
述
し

た
文
訴
を
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
一
般
的

に
ル
l
プ
リ
ッ
ク
と
言
う
。
自
己
静
価
糊
を
付
け

る
こ
と
も
あ
る
．
私
は
、
学
溜
テ
ー
マ
ご
と
に
い
く

つ
か
の
柱
と
5
行
ほ
ど
の
自
己
巾
告
的
記
述
を
行

う
形
を
郎
め
て
い
る
・
ル
ー
プ
リ
ツ
ク
づ
く
り
は

こ
れ
か
ら
、
先
生
方
に
よ
る
単
元
山開
発
活
動
の
一

部
と
し
て
不
可
欠
の
仕
事
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
・

56 
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エ
ン
バ
ワ
l
d
r
ン
ト

大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
綬

中
野
陸
夫

エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
と
は
、
差
別
や
抑
圧
な
ど

に
よ
る
人
間
線
外
の
紡
拠
と
し
て
弱
い
立
場
に
お

か
れ
て
い
る
人
が
、
向
分
ら
し
さ
を
発
御
し
、
他
者

と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
を
変
革
し
て
い

く
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
と
、
そ
の
過
舵
の
こ
と

を
さ
し
て
い
う
。

国
際
的
な
人
縦
教
育
の
助
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
克
服
し
て
、
文
化
的
、
社
会
的
、
政
治
的
、
経

済
的
な
状
況
を
変
革
し
て
い
く
カ
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
人
間
観
に
立
っ
て
い
る
・
こ
れ
と

対
照
的
な
の
は
、
カ
の
あ
る
人
が
、
弱
い
立
別
に
あ

る
人
に
力
を
与
え
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
あ

り
、
人
権
教
育
は
こ
の
よ
う
な
人
間
観
を
根
本
的

に
否
定
す
る
．

学
校
教
育
の
場
で
は
、
子
ど
も
観
に
色
濃
く
反

映
さ
れ
る
・
例
え
ば
、
問
題
行
動
に
は
し
っ
て
い
る

子
ど
も
、
走
り
が
ち
な
子
ど
も
に
ど
う
向
き
合
う

か
で
あ
る
．
現
象
而
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
子

ど
も
を
と
り
ま
く
附
状
況
を
ふ
ま
え
、
子
ど
も
の

力
を
ど
う
引
き
出
す
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

.1 DO戸・6
、

モ
ジ
ュ
ー
ル

林

孝

広
島
大
学
大
学
院
助
教
俊

モ
ジ
ュ
ー
ル
と
は
、
授
業
の
基
本
単
位
を
意
味

し、

一
般
に
日
分
か
ら
お
分
く
ら
い
の
学
問
中
国
活
動

が
一
つ
の
長
小
と
な
る
授
業
単
位
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
最
小
の
俊
業
単
位
を
組
み
合
わ
せ
た

授
業
時
間
割
は
、
－
単
位
時
間
の
扱
い
を
柔
軟
に

捉
え
、
教
育
効
果
を
高
め
る
時
間
割
の
弾
力
的
運

用
の

一
つ
で
あ
る
・
こ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
必
づ
く

時
間
割
の
本
質
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

学
習
訴
動
を
保
障
し
、
教
師
が
指
羽
に
あ
た
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
学

習
活
動
を
重
視
し
、
生
徒
が
自
白
に
し
か
も
生
徒

自
身
が
河
任
の
も
て
る
よ
う
、
学
校
の
授
捻
が
制

成
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
・

例
え
ば
、
時
間
の
長
さ
の
協
同
怖
よ
り
も
回
数
の

確
保
を
図
る
方
が
効
mm的
な
謀
総
越
本
の
微
ほ
を

図
る
学
習
で
は
、
日
分
や
お
分
な
ど
の

1
モ

ジ
ュ
ー
ル
で
毎
日
短
時
間
集
中
型
で
尖
施
す
る
．

ま
た
、
生
徒
の
学
習
ぺ
｜
ス
を
保
証
し
て
じ
っ
く

り
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
な
学
習
で
は
、
脈
融

よ
り
も
多
く
の
時
間
を
確
保
す
る
よ
う
、
多
く
の

モ
ジ
ュ
ー
ル
数
を
あ
て
る
の
で
あ
る
。
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似

年

度

の

教

育

界

h

ど

ん

な

方

向

に

動

く

か

l
私

の

予

測

・

数
行
仙
川
医
か
ら
勺
教
育
の
自
問
」
の
徳
川
一
へ
町
・
（
促
波

p
）
－

mhの
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
が
で
さ
る
mm修

mむ
む
学
校
辺
訟
手
（
倒
汚

m次
｝
川
の
創
造
体
系
と
し
て
の
教
育
改
革
の
雌
進
（
岡
東
湾
降
｝

H
ζ

の
動
き
H

ど
と
ま
で
広
が
る
か
l
管
理
職
と
し
て
の
自
の
付
け
所

地

方

分

権

化

の

動

き

H
ど
こ
ま
で
広
が
る
か
：
：
・
・
・
・
・
：
・
：
；
：
・：
・

小

島

弘

道

8

学

被

選

択

制

H
ど
こ
ま
で
広
が
る
か
：
：
j
i

－－
j

i
－－－
j
i
－
－：：
j
i
－－・：・
j
i
－－

：：
多

田

元

樹

川

2
学

期

制

H
ど
こ
ま
で
広

が

る

か

：

j
i
－－
；

・

・

・

・

・

・

・

・

：

村

井

万

寿

夫

は

目

標

の

数

値

化

H
ど
こ
ま
で
広
が
る
か
・

・
；

藤

村

正

司

川

学

枝

ご

と

の

成

績

公

開

H
ど

こ

ま

で

広

が

る

か

葉

養

正

明

同

教

育

基

本

法

の

政

訂

日

賛

成

？

反

対

つ

そ

の

理

由

同

数
行
法
本
法
、
岐
を
か
ぶ
っ
た
お
木
で
い
い
の
か
（
お
陥
た
）
／
殺
行
以
本
法
改
正
に
刻
し
て
条
件
っ
き
以
対

（k
H

川
代
別
）

中

高

一

貫

校

の

推

進

H
賛
成
つ
反
対
っ
そ
の
理
由

・

・

・

：

：

：

：

・

・

・・

－

m

「川工び
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
フ
・幼山木
」
に
則
的

（叫仰々
しい
川
－
）／ハ
f
ぴ
の
辿
紋
仰
を
似
附
す
る
た
め
に
（
ド
八

N
．d
．H川）

習

熟

度

別

指

導

の

導

入

H
賛

成

つ

反

対

っ

そ

の

理

由

・

・

・

・

：

：

j

i

－

－

n

河
川
烈
皮
別
内
f
級
（
尚
学
年
以
仁
）
に
品
川
成
（
杉
山
山
之
）
／
例
に
応
じ
た
川
f
円
支
般
法
と
し
て
州
伴
（
川
み
兆
広
）

教

職

員

評

価

の

導

入

H
賛

成

つ

反

対

っ

そ

の

理

由

・

・

・

－

－

－

－

－

－

m

教
織
品
評
似
は
な
ぜ
必
要
か
（
消
係
正
ん
）
／
教
総
員
評
価
に
行
成
す
る
（
目
白

m八
郎
）

特

殊

学

級

の

存

続

H
賛
成
？
反
対
？
そ
の
理
由

・

・

・

・

・

－

－

－

－

m

一一
｜
ズ
に
あ
っ
た
支
振
の
中
身
の
最
俊
光
を
（
梅
永
雄
二
）
／
枠
組
み
よ
り
も
認
識
の
改
革
を
（
林

降）

H

公
開
研
究
会
H

に
み
る
教
育
研
究
の
最
前
線
情
報
ー
そ
の
方
向
と
課
題
を
と
う
考
え
る
1

－也
前
線
e

か
ら
の
情
報
発
信
を
ほ
か
な
も
の
に
す
る
に
は
・
：
：
・
：
：
：
・
：

j
i－－
－
j
i
－－
：
・
・
：
天
笠

地
峨
に
広
げ
る
公
開
研
究
会

j
i－－
：・：
j
i
－－・：：
j
i
－
－
：
：
・
・
：
：
・
・
・

：
：・：・：
j

i
－－：：：
j
i－－
j
高
階

成
果
の
鰐
価
に
遮
づ
く
方
策
の
共
有
化
を
：
：
・
；
：
：

j

i
－－：
e
i
－－・：：・・：
j
i
－－
：
・j
i－
－
：
・
加
時間

枝
肉
研
修

・
新
し
い
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
か

発
展
字
曹
と
補
充
指
導
の
導
ス
・
ど
う
取
り
組
む
か

井
上

絶

対

評

価

の

導

λ
・
ど
う
取
り
組
む
か
：
・
：
j
i
－－・

：：：
j

i
－
－
：
：
：
：
：
・

i
－

・
・
・
・
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